
開発戦略
早期完成
 テスト走行に時間を費やす
 予想外の問題に対処する為の時間確保

調整しやすいハード（第二試技）
 センサ位置調整の簡易化

第一試技
戦略

マシン

特徴
 PSDセンサによる自分と相手の位置関係の把握
 磁気センサによる現在地把握

マシンA車

マシンB車

特徴
 ユニバーサルプレートによるセンサ位置の調整
 ピンポン玉のつまり解消の仕組み

 スイッチによるB車の開閉機構

第二試技
戦略

詰まる

解
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PSD
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サーボ

試技結果
第一試技：0点
 予選グループ一回戦：マシンが走らなかった
 予選グループ二回戦：先にゴールした

第二試技：0点
 予選グループ一回戦：マシンAが走らなかった
 予選グループ二回戦：A車反則負け（線越え）
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磁気センサ反応④
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球20個検知

B車をPSDで検知

スイッチでサーボ開
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